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一

　

は
じ

め

に

　

す
で

に

日

本
黄

檗
（

黄
檗
と

略
す
）

は
、

既

成

禅

仏
教

や

施

政

者
、

天

台
門
跡

衆
に

よ

る

支

援
を

受

け
て
、

『

黄
檗
版
大
蔵

経
』

（

黄
檗
版
と

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（

1
）

略
す）

製
作
を

行
っ

た
こ

と

が

分
か
っ

て

い

る
。

し
か

し
、

曹

洞
宗
の

参
加
に
つ

い

て

は

ま

だ

明

確
に

な
っ

て
い

な
い

。

そ
こ

で

本
論
は

、

黄

檗
（
中

国
人
）

僧
懷
玉

道

温
（

一

六

三

九

−
一

七

〇

七
）

の

『

諸

州
伽

藍

開
基

記
』

（

『

伽
藍
記
』

と

略
す）

八

巻
、

元
禄
三

年
（
一

六

九
二
）

著
述

、

西

尾

市

岩

瀬

文

庫

所

蔵

稿

本
（

稿

本

と

略

す
）

と
、

元

禄

五

年

（

エ
ハ

九

四）

十
巻

、

国

立

国

会
図

書
館
蔵
刊
行
本
（
版
本
と

略

す）

か

ら
、

曹
洞

宗
の

寺
列
と

結

縁
の

実
態
を
明

ら

か

に

し

た
い

と

思

う
（

固

有
名

詞
の

字
体
は

『

伽
藍

記
』

に

従
う

）

。

二

　
『

諸
州
伽

藍
開
基

記
』

の

特

徴
と

問
題
点

　
『

伽
藍

記
』

著
者
の

懷
玉

は
、

黄

檗
版
頒
布
に

尽
力
し

た

黄

檗
第
五

代
住
持
の

高

泉
性
激
（

＝
ハ

ニ

三

ー

＝
ハ

九
五
）

の

弟
子
で

、

寛
文
元

年

（
一

六

六

こ

に

帰

朝
し

、

高
泉
の

仏

国
寺
志

源
庵

に

住
し

た
。

自
跋
に

は
、

本
書
の

編

集
理

由

を
「

余
居
一

志

源
精

舎
』

禅

餘
無
事

。

常
閲
二

元

亨

釋
書

及

古
今
傳

記
 

見
二

國

名
山

大

刹
ハ

指

不
レ

勝
レ

屈
。

誠

不

レ

舁
二

天
竺
一

也
。

但
名

師
英
衲

、

韵
士

騒
人

。

觀
光
遊

覧
者

或
作
二

傳

記
一

或

作一

誌
賦
』

往
往

難
レ

辨
三

其
年

代
出

處
、

及
剏

建
師

、

與
二

夫

成
壊

隆
替
之

由
」

不
レ

能
レ

憾
焉

。

余
不
レ

揣
二

蒙
味一

探
二

其
實
跡

』

考
二

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

（

2）

其
年

代
訥

勉
成
二

斯
記
』

凡

若
干
巻

。

」

と

し
、

日

本

各
地
の

諸

宗
の

縁
起

沿
革
に

つ

い

て

ま
と
め

た

書
と

見
ら

れ

る
。

ま

た
、

八

巻
扉
識
語

「

八

巻
／
松
嵜

浦
／

海
口

寺
什
物
」

（

原
本
は

寺
名
の
一

部
が
墨

滅
）

か

ら

は
、

伊
勢
国
一

志
の

海
禅
寺
（

曹
洞
宗
可
睡
斎
末
）

の

旧

什
物
で

あ
っ

た

こ

と

が

分
か

る
。

　

筆
者
が

注
目
す
る

点
は
、

目

録
で

曹
洞
宗
寺
院
に

●
印
が

付
さ

れ

る

点
（

版
本
で

も
確
認
）

と
、

巻
ご

と

の

寺
院
構
成
で

あ
る

。

本
論
は

、

こ

れ

ら

を
手
が
か

り
に

、

当
該
書
籍
が

編
集
刊
行
さ

れ

た

経
緯
と

周
辺

状
況
を
探
ろ

う
と

思
う

。
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三

　
検
証

　
（
一
）

稿
本
（

元
禄
三

年）

の

特
徴

　
稿
本
は

全

部
で

八

巻
で

あ
る

。

巻
一

は
、

高
泉
の

「

序
」

の

後
、

「

攝

州
霊
区
」

向
原

寺
以
下
二

六

ケ

寺
、

「

河

州
勝
地
」

西

琳
寺
以
下
一

九

ケ

寺
。

巻
二

に

「

和
州
霊
区
」

元

興
寺
以

下
五

五

ケ

寺
。

巻
三

に

「

山

州
名
鑑
」

頂
法
寺
以

下
八

四

ケ

寺
。

巻
四

に

「

諸
州
勝
地
」

建
福
寺
以

下
五

六
ケ

寺
。

巻
五

に

「

阿

州
霊

刹
」

霊

山

寺
以

下
二

五

ケ

寺
、

「

讃

州
霊
区
」

善
通

寺
以

下
二

四

ケ

寺、

「

土

州
勝
地
」

最
御
崎
寺
以
下
一

五

ケ

寺
、

「

予
州
梵

刹
」

観

自
在
寺
以

下
二

六

ケ

寺
。

巻
六

に

「

京
兆

并

鎌
倉
」

と

し
、

「

京
兆
」

建
仁
寺
以
下
二

九
ケ

寺
、

「

鎌
倉
」

寿
福

寺
以

下
五

ケ

寺
。

巻
七
「

禅

林
勝

地
」

聖

福
寺
以

下

六
ニ

ケ

寺
。

巻
八

に

「

禅
林
勝
地
」

永

平
寺
以

下
三

ニ

ケ

寺
、

「

附
」

と

し
て

「

僧
綱
階
」

「

戒

壇
」

「

度
者
禁
制
」

「

私
営
寺
院
禁
」

「

貿
易
寺
宇
禁
」

「

男
女
入
寺
制
」

「

放

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
3
）

生
」

「

神
祠
舎
利
」

、

最
後
に

懷
玉
道
温
の

「

跋
」

を

載
せ

る
。

版
柱
は

、

上

部
は

白
口

、

版
心

は

未
刻

、

下
部
は

黒
口

で

あ
る

。

　
特

徴
は

、

大
き
く

次
の

通
り
で

あ
る

。

 
全

巻
に

わ

た

り
、

寺
社
に

よ

っ

て

は
、

元
禄
二

年
（
一

六
八

九
）

を

基

準
に

開
創
か

ら
の

年
数
が

記
さ

れ

る
。

 
内
容
は

、

開
山
・

開
基
に

配

慮
し

た

と

み

ら

れ
、

皇

籍
（
含
天

皇
）

／

聖
徳
太
子
／
役
小
角
／

行
基
／

仙
人
／

弘
法
大
師
・

伝
教
大
師
／
寺
門

僧
・

山

門
／
沙
門
・

釈
・

比
丘

／
高
僧
／

そ
の

他
（

在
俗）

に

分

類
さ

黄
檗
僧
懷
玉
道

温
編
『

諸
州
伽

藍
開
基
記
』

に
つ

い

て

（
高
　
井）

れ

る
。

 
巻
一

は
、

冒
頭

第
一

寺
目
の

向
原

寺
の

前
に

「

興
造
縁
起
」

、

第
二

寺
目
桜

井
寺
を

挟
ん

で
、

「

聖

徳
太
子

誕

生
」

「

百
済
日

羅
」

、

後
ろ

に

「

十
四

年
二

月
」

が

配
さ

れ

る
。

次
い

で
、

坂
田

寺
−
天
王

寺
ー
法
興

寺
1

「

三

年
三

月
」

「

神
武
三

十
四

代
」

「

五

年
四

月
」

1
蜂

岡
寺
ー

大

安
寺
ー

「

聖
徳
太
子
薨
」

と

続
く

。

 
 
を

踏
ま
え

て
、

巻
一

で

見
た

よ

う
に

分
類

し
、

考

察
に

用
い

る

（

分
類
図
は

、

紙
面
の

都
合
で

割
愛
し
た
）

。

 
本
論
が

注
目
す
る

曹
洞

宗
寺
院
は

、

巻
六

に

黄

檗
山
・

佛
國

寺
に

引

き

続
き

宇
治
興
聖

寺
（

「

點
黒
圏
者
洞
宗
下
也
」

）

が

あ
り

、

ニ

ケ
寺
お
い

て

洛
西

淨
住
寺

、

以

下
高
臺
寺

・

慈
照
寺
・

鹿
苑

寺
、

項
末
に

宇
治
田

原

禪
定
寺
が

置
か

れ

る
。

巻
七

に
曲
豆

後
泉

福
寺
な
ど
八

ケ

寺
を

掲
載

。

巻
八

に

は
、

越
前
永
平
寺
・

弘
祥
寺

、

越

州

慈
眼

寺
・

龍
門
寺

、

雙
林

寺
を

挟

ん

で

大
乗

寺
・

総
持

寺
（

并
永

光
寺
淨
住
寺）

、

臨

済
宗
等
の

寺

院
を
挟
み

下
野
慶

徳
寺、

越
前
龍
泉
寺
を
掲
載
す
る

。

 

稿
本
中

に

は
、

向
原

寺
（

巻
一

第
一

寺
目

、

浄
土

真
宗
）

も

あ
る

が
、

こ

の

場
合
は

開
基
だ

け
を

記
す
の

が

特
徴
で

あ
る

。

 
既
成
禅
仏
教
は

、

開
山

の

修
学
と

法
系
を

重

点
的
に

記
さ
れ

る
。

 
巻
四

「

諸
州
精
藍
」

冒

頭
は

、

江
州
建
福
寺
　
崇
福
寺
−
園
城
寺
ー

新
羅
明
神
ー
石
山
寺

−
一

乗

寺
ー

梵
釈

寺
ー
粉
河
寺
−
高
野
山
へ

と

続

く
。

白
山

ー
伊
勢
太
神
宮
が

巻
中
程
に

記

さ

れ

る
。

 
巻
六

「

京
兆
」

は
、

臨
済
古
刹
に

続

き

黄
檗
山

−
仏

国
寺
ー
興
聖

寺

一

五

五
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黄
檗
僧
懷
玉

道
温
編

『

諸
州

伽
藍
開
基
記
』

に
つ

い

て
（
高
　
井）

を

配
置

。

 
巻
七

「

諸
州
禅
刹
」

は
、

禅
の

高
僧

が

天

台
と

関
係
が

深
い

点
が

特

徴
的
で

あ
る

（

万
寿
寺
祕
子
栄
尊
が

永

勝

寺
琳
公

か

ら

台
学
を
習
得
し
た

／

雲
樹
寺
覚
明
国
済
は

天

台
の

具
足
戒
・

法
華
・

止

観
を

修
じ
た
こ

と

な
ど

）

。

 
巻
八

「

諸
州
禅
林
勝
刹
」

は
、

冒
頭
か

ら

永
平
寺
を

は

じ
め

と

す
る

曹
洞
宗
寺
院
を

収
載
し
、

大

乗
寺
に

続
き

「

総

持

寺
并

永
光
寺

淨
住

寺
」

が
あ
る

。

総

持
寺
に

は

瑩
山

紹
瑾
（

一

二

六

八

1
一

三
二

五
）

の

業

績
を
付
す

。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
4
）

 
当
初
「

七

巻
本
」

を

予

定
し

た
可

能
性
が

あ
る

。

　
（
二
）

刊
本
（

元
禄
充

年）

の

特
徴

　

版

本
の

元

禄
五

年
刊

十

巻

本
は
、

次
の

点
で

注
目

す
る

。

　

目

録
第
一

紙
に
「

武
州
善
明
寺
蔵
」

印
、

「

序
」

題
下
に
「

臨

済
正
宗
」

の

楕

円
（

書
き）

印
が

あ
る

。

全
巻
の

版
柱
は

、

上
部
白
口

、

版
心
「

伽

藍

開
基

記
（
巻

数）

（
丁

数
）
」

、

下

部
黒
口

、

目

録
か
ら
ル

ビ

を
付

す
。

構
成
は

、

次
の

通

り
に

変
更

さ

れ

て

い

る
。

 
巻
一

は
、

高
泉
の

「

序
」

の

後
、

「

興

造

縁
起
」

1
向
原

寺
…

「

聖

徳
太

子
薨
」

ま

で

は

稿
本
と

相
違
な
し

。

刊
本
で

は
、

稿
本
が

続
く
勝

尾

寺
・

箕
面

寺
以
下

を

第
一

巻
に

収
載
し

た

が
、

稿

本
「

河
内
勝
地
」

に

あ
っ

た

鷲
尾

山
（

真
言
宗
醍
醐
派
）

を
、

第
二

巻
「

攝
州

霊

区
」

へ

移

動
、

「

河
内
勝
地
」

分
ま
で

を

収
載
す
る

。

 
巻
二

は
、

稿
本
に

無
か
っ

た

寺
院
に

、

開
山

の

情
報
が

加
筆
さ

れ
る

（
中
山

寺
ー
聖
徳
太
子
／
有
馬
温
泉
寺
・

昆

陽
寺
　
行
基
／
須
磨
寺
−
役
小
角
／

一

五

六

浄
光
寺
ー
弘
法
／
摩
耶
山
は

宇
多
帝
勅
願
か
ら

法
道

仙

人
へ

変
更
な

ど
）

。

ほ

か

に

貴
人
・

高
徳
・

高
僧
の

活
躍
を

加
筆
す
る

（

有
馬
温

泉
寺

　
行
基
の

経
歴
／
中
山

寺

−
聖

徳
太

子
の

寺
院
建
立

譚
／
清
澄

寺
−
経
蔵
建
立

／

久
安
寺

−
弘
法
に

よ

る

『

般

若
経
』

書

写

／
鷲
尾
山

−
役
行
者
の

手
植
え
の

桜
／
葛
井

寺
ー
行
基
「

千
手
観
音
」

制

作
／
天

野
山

−
弘
法

『

金

字

法
華
経』

手
写
・

聖

武
帝
『

勝
王

経
』

手
写
・

光
明
皇
后
『

妙
経
』

手
写
な
ど
）

。

 
巻
三

は
、

寺
社
の

順
列
に

移

動
は

少
な
い

。

一

方
で

情
報
の

加

筆
が

あ
る
（

元

興

寺

道
昭
の

経

緯
／

禅
林
寺
−
役
小
角
の

「

高
加
茂
」

の

由
来
／

長
谷
寺
　
行
基
が

「

千
手
観
音
」

落
慶
を
執
行
／
東
大
寺
−
聖
武

帝
が

行
基
よ

り
「

菩
薩
戒
」

を

受
け
る

／
招
提
寺
　
鑑
眞
「

止
観
・

玄
義
・

文
句
」

を
将
来
／

西
大
寺
1

「

開
山
」

道
鏡
を

「

開
基
」

称
徳
帝
に

変
更
／
龍
泉
寺
−
吉
野

大

峯

の

次
か

ら

巻
末
へ

移

動、

代
わ

り
に

天
川
辨
才
天

を

配
置
）

。

 
巻

四

「

山
州
名
刹
」

は
、

稿
本
巻
三

「

山

州

名
藍
」

分
を
収
録

。

頂

法
寺
六

角
堂

−
広
隆
寺
−

神
護
寺

−
愛
宕
山

−
鞍
馬
寺

−
延

暦
寺
−
東

寺
−
清
水
寺
−
禅
林
寺
−
泉
涌
寺

−
六

波
羅
蜜

寺
ま

で

は

寺
列
に

移
動

無
し

。

次
の

戒
光

寺
が

抜

け
、

智
積
院
（

繰
上

げ
）

1
蓮

華
王

院
、

知

恩
院
大

谷

寺
（

繰

り
下

げ
）

1
百
万

遍
智
恩
寺
・

金

戒
光

明
寺
と

い

っ

た

浄
土
宗
寺

院
が

続
く

。

 
巻
六

「

諸

州
精
藍
」

は
、

巻
末
を

除
き
稿
本
巻
四
と

移
動
な
し

。

　

こ

れ

ら

の

特
徴
は

、

次
の

よ

う
に

考
え
ら
れ
る

。

　

す
な

わ

ち

版
本
は

、

寺
院
や

高
僧
の

法

系
に

配
慮
し

て

巻
構
成
さ

れ

る
。

そ

れ

は
、

天

台
、

こ

と

に

寺
門

本
山

派
修
験
に

対

す
る

配

慮
で

、
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特
徴
か

ら

見
て

も

格
別
と

見
ら
れ

る

［

（
一
）

 
 
 
 
］

。

寺
門
本
山

派
修
験
は
聖

護
院
門
跡

を

拠

点
と
し

、

同
著
が

重
点
を

お

く
皇
籍
の

開

創
と
い

う
点
で

も
矛

盾
は

な

い

［

（

こ

 
］

。

皇

籍
の

開
創
に

よ

る

寺

社
は

、

役

小
角
や

行
基
と

い

っ

た

高

徳
の

開
創

寺
社

と

閧
係

が

深
い

［

（

こ

 
（

二
）

 
 
］

。

聖

武
帝
が

行
基
よ

り
菩
薩
戒
を

う
け
る

。

鑑

眞
が
「

止

観
・

玄
義
・

文
句
」

を

将
来

す
る

点
［

（

二
）

 
］

か
ら
は

、

諸
寺
院
が
南
都
仏
教
や

寺
門
を

継
承
す
る
こ

と

に

な
る

。

　

曹
洞
・

臨
済
・

浄
土
宗
の

宗
祖
た

ち
は

、

稿
本
版
本
と

も

ほ

ぼ

寺
門

出

身
で

あ
る
の

で

［

（

一
）

 
 
外
］

、

禅
宗
や

浄
土

宗
は

円
滑
に

皇

籍

や

高
徳
に

開
創
さ
れ

た

寺
社
の

歴
史
を

継
承
す
る
こ

と

に

な

る
。

つ

ま

り
、

直
接
的
に

関
係
が

な
く
て

も
、

歴
史
上

、

寺
門
や

黄
檗
と

矛

盾
な

く
結
縁
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

ほ

か

に
、

弘
法
や

聖
武
帝
・

光
明
皇
后
の

写
経

、

清
澄
寺
の

経
蔵
建
立

や

高
僧
と

大
蔵
経
に

も
注

目
で

き
る
［

（
二
）

 
］

。

こ

れ

に

よ

り
、

曹
洞
宗
・

浄
土

宗
寺
院
が
［

（

一
）

 
（
二
）

 
］

、

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

（
5）

黄
檗
が

印
行
す
る

明
朝
由
来
の

大
蔵
経
と

矛
盾
な
い

結
縁
を
示
さ

れ

る

こ

と
に

な

る
。

四

　
考
察

　
本
章
は

、

両
本
と

元

禄
二

年
以

前
に

目
を

向
け
た
い

。

　
ま

ず
、

翌
三

年
に

智
恩
寺
へ

黄

檗
版
が

納
入
さ

れ

た

（

智
恩

寺
版
と

略
す）

。

［

（
二
）

 
］

は
、

浄
土

宗
に

お

け

る

智
恩

寺
の

寺
順

を

示
し
て

い

る
。

が
、

智
恩

寺
版
で

は

不
完
全
で

あ
っ

た

巻
末
情

報
・

目

録
を

、

黄
檗
僧
懐
玉
道
温
編
『

諸
州
伽
藍
開

基
記
』

に
つ

い

て

（
高
　
井）

臨
済
宗
三

河

華
蔵
寺
へ

の

納
入
（
元
禄
＋
五

年
、

宝

洲
版
と

い

塞
に

向

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

7
）

け
て

調

え
よ

う
と

し
た

時
期
で

あ
る

。

そ
の

華
蔵
寺
は

、

そ
の

後
、

檀

越
吉
良
家
の

断
絶
や

黄
檗
版
校
訂
に

よ
っ

て

宝
洲

版
を

秘
し

、

白
隠
慧

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
8

）

鶴
（
一

六

八
亠

バ

ー
一

七

六
九
）

の

法
系
整
備
だ

け
を

行
っ

た
。

　

他
方

、

筆
者
は

曹
洞
宗
の

黄
檗
支
援
拠
点
は

龍
渓

院

で

あ
っ

た

と
見

て

い

る
。

そ

れ

は
、

黄
檗
支
援
大
名
の

檀
寺
（
三

河
長
圓
寺

、

若
州
空
印

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
9
）

寺、

総

州

永

井
寺）

で

輪
番
を

勤
め

た

か

ら

だ
が

、

住
職
で

あ
っ

た

月

舟
宗
胡
（

＝
ハ

一

八

　
一

六

九
六
）

や

面
山

瑞
方
（

＝
ハ

八

三

−
一

七
六

九
）

が

大
乗
寺
へ

転
住
す
る
と

、

黄
檗
を
離
れ

曹
洞
宗
独
自
の

宗
統
復
古
や

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
10
）

『

清
規
』

類
研

究
に

着
手
し

て

い

っ

た
。

し

た

が
っ

て
、

高
泉
が

支
援

し

た

寺
院
を

立
て

て

い

た

の

は

当
然
と

思

わ

れ

る
。

　
さ

ら

に
、

『

伽
藍

記
』

に

は

「

師

前
遊
二

南
都

招

提
寺
ハ

時

見
梵

相

甚
多

。

皆
散一一

置
於

殿
角

訥

塵

埃
満
濾

。

師
見
嘆
レ

之
、

因
勤
以
施
レ

人

寺
僧

。

欣
然
以
二

一

躯
一

献
レ

師
。

其
高
三

尺
許

、

即
開
山

鑑
眞
律
師
上

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（
11
）

首
。

唐
思

託
阿

闍
梨

所
レ

造
也

。

」

と
い

い
、

高

泉
と

鑑

眞
和
上
と

の

結

縁
を
記

し
て

い

る
。

す
る

と
、

山

州
と

能
州
の

淨

住
寺
の

記
述
が

混

同

さ

れ

や

す
い

状

態
に

あ
る
の

も
注
目
に

値
す
る

。

淨
住
寺
は

、

黄
檗

の

布

教
に

尽

力
し

た

鉄

牛
道

機
（

＝
ハ

ニ

八

−
一

七

〇

〇
）

が

叡
尊

（

一

二

〇
一

1
一

二

九

〇
）

開
創
の

南

都
律
宗
西
大

寺
末
の

山

州
淨

住
寺

を

改

宗
重

興

し

た

も

の

で

あ

る

し
、

曹

洞

宗
中

興

の

瑩

山
紹

瑾

（

一

二

六
八

−
一

三

二

五
）

が

開
創
し

た

の

も

浄
住

寺
（

能

州
を
付
さ

ず
）

で
、

両
宗
と

も
に
重

要
拠
点
で

あ
る

。

鉄

牛
道
機

二

六
二

八

−
一

七
〇
〇
）

一

五

七
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黄
檗
僧
懐
玉

道
温

編
『

諸
州
伽
藍

開
基

記
』

に
つ

い

て

（

高
　
井
）

の

晋
山

が
、

元
禄
二

年
で

あ
る

の

も
無
関
係
と

は

思
え

な
い

。

　

さ

ら

に

宝
洲

版
は

、

黄

檗
独
立
性
易
（
一

五

九

六

ー
一

六
七

二
）

の

音

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（
12
）

切
を

巻
末
情
報
に

採
用
し

か

け
た

も
の

の

断
念
し

た

と

見
ら

れ

る
。

独

立

は
、

富
士
山
信
仰
に

並
々

な

ら
ぬ

理

解
を

示
し

た

と

さ

れ

る

人
物
で

あ
る

。

鉄
牛
が

富
士

瑞
林
寺
（

開
創
延

宝
二

年
）

の

開
山

と

し

て

招
か

れ
、

白
隠
が

沼

津
松
蔭
寺
に

晋
山

す
る

こ

と

も
、

独
立

と

富
士
山
信
仰

に

結
縁
さ

れ
た

と

見
る
こ

と

が

で

き
る

。

こ

の

地

は

富
士

山
修
験
が

盛

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（

13）

ん

で
、

聖

護
院
門

下
の

強
力
な

支
配

下
に

置
か

れ

た

地

で

あ
っ

た
。

実

際
に

当
時
の

曹

洞
宗
総
持
寺
下

寺
院
が

、

駿
河
東
部
地
方
で

隆
盛
し
た

　

　

　
　

　
　

　

　
　
（
M
）

こ

と

が

そ
の

証

拠
で

あ
る

。

つ

ま

り
『

伽
藍
記
』

は
、

広
く

黄
檗
支
援

寺
院
の

寺
列
と

結
縁
を

示
そ
う
と

し
た

こ

と

に

な
る

。

　

ま
た

稿
本
は
、

当
初
「

七

巻
」

に

し
、

卷
六

の

興
聖
寺
・

地

蔵
寺
・

松
山
寺
に

続
き
、

鎌
倉
五

山
を

入
れ

る

予

定
で

あ
っ

た

が

宇
治
田

原
禅

定
寺
の

後
に

回
し
た

。

そ
し

て
、

七

巻
に

九
州
の

禅

宗
寺
院
を
配

置、

巻

数
を
八

巻
に

増
や

し

て

永
平
寺
−
大

乗
寺
・

総
持

寺
と

し

た
。

そ

れ

は
、

曹
洞
宗
に

対
す
る

寺
列
を

、

元

禄
三

ー
四

年
の

間

に

決

め

た
こ

と

の

証
拠
で

あ

る
。

刊
本
は

、

巻
一

を

飛
鳥
仏
教
に

限
定
し

巻
二

を

増
や

し
、

時

代
と

地

域
を

見
直
し
て

整
理
し
、

一

巻
を
追
加
し

て

十

巻

と
し

た
。

こ

れ

は
つ

ま

り
版

本
が

、

寺
門
本
山
派
の

優
位
に

配
慮
し
つ

つ

も
、

曹
洞
宗
総

持

寺
下
を

重
視
し
た

傍
証
で

あ

る
。

更
に

、

『

伽
藍
記
』

は
、

華
蔵
寺
や

龍
渓
院

、

松
蔭

寺
と

い

っ

た

寺

院
名
を

掲
載
し

て

い

な
い

。

そ
れ

は
、

そ

れ

ら

の

寺
院
が
行
基
や

役
小

角
、

皇

籍
や

高
僧

と
い

っ

た

開
創
者
で

な

か
っ

た

か
ら

だ

と

考
え
ら
れ
る

。

五

　

結
び

に

か
え
て

一

五
八

　
『

伽
藍

記
』

は
、

黄
檗
を

支
援

す
る

既
成
の

寺
社
が

歴

史
上

重
要
な

位
置
に

あ

り
、

法
縁
を
円

滑
に

示
し

て

い

る

と

見
る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

な
の

で

筆
者
は

、

同

著
が
高
泉
編
集
の

『

東
渡
諸
祖
傳
』

、

『

扶
桑
禅
林

僧
寳
傳
』

正

続
、

『

東
国
高
僧

傳
』

の

補
助

的
役
割
も

果
た

す
と

見
て

い

る
。

す
る

と

総

持
寺
（

派
下
の

龍
渓
院∀

と

智
恩

寺
、

お
よ

び

天

台

門
跡
衆
と

本
山

派、

さ

ら
に
三

河
と

富
士
と

い

っ

た

地
域
の

関
係
に

疑

問
が

移
る

が
、

こ

の

寺
院
の

関

係
と

仏
教

思
想
に

つ

い

て

は
、

別
に

一

々

の

事
例
を

明
ら

か

に

す
る

つ

も
り
で

あ
る

。

1
　
高
井
恭
子
「

三

河
華
蔵

寺
の

黄
檗
版
一

切
経
」

『

華
蔵
寺
所
蔵
鉄
眼
版

　
一

切
経

調
査

報
告
書
』

西

尾
市
教
育
委
員
会

、

二

〇
一

二

年
所
収

。

2
　
岩
瀬
文
庫
所
蔵

、

稿
本
『

伽
藍
開
基
記
』

「

後
跋
」

元

禄
三

年
。

3
　
各
巻
の

章
名
が
「

目

録
」

と

異
な

る

場
合

が

あ
る

。

巻
一

の

「

和
州
霊

　
区
」

は

「

和
州
名
刹
」 、

巻
三

の

「

諸

州
勝
地
」

は

「

諸
州
精
藍
」

、

巻
四

　
の

「

阿
州

霊

刹
」

は

「

阿

州
名
刹
」

、

巻
七

の

「

禅
林
勝
地
」

は

「

諸
州

　
禪
刹
」

、

巻
八
の

「

禅

林
勝

地
」

は

「

諸

州
禅
林
勝
刹
」

に

変
わ

る
。

4

高
泉
の

序
は

「

七
」

を
「

八
」

に

変
更
し
て

い

る
。

5
　
高
井
恭
子
「

黄
檗
版
『

大

明

三

蔵
聖

教

目

録
』

の

成
立
と

刊
行
」

『

黄

　
檗
文

華
』

第
一

二

六

号
、

二

〇
〇

五

ー
二

〇

〇

六

年
所
収

。

6
　
豊

嶋
悠
吾
「

華
蔵
寺
所
蔵
一

切
経
の

未
刻

刊

記
に

関

す
る

考
察
」

『

華

　
蔵
寺
所
蔵

鉄
眼
版
一

切
経

調
査
報
告
書
』

所
収

。
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7
　
高
井
恭
子

「

華
蔵
寺
所
蔵
『

黄
檗
版
一

切

経
』

を

め

ぐ
っ

て
」

『

黄
檗

　

文
華
』

第
一

三

三

号
、

二

〇
一

ニ

ー
二

〇

＝
二

年
所
収

。

8
　
前
出

高
井
恭
子
「

華
蔵
寺
所

蔵
『

黄

檗
版
一

切
経
』

を

め

ぐ
っ

て
」

。

　

な

お
、

筆
者
は

、

現
在
こ

れ

を
以
て

「

臨
済
正

宗
」

と
い

う
と

考
え

る
。

9
　
高
井
恭
子
「

三

河
龍
渓
院
と

華
蔵
寺
一

切

経
を
め

ぐ
っ

て
」

『

黄
檗
文

　

華
』

第
一

二

八

号
、

二

〇

〇
七

−
二

〇

〇
八

年
所
収

。

お
よ

び

「

日

本
黄

　

檗
を

支
援
し
た

大
名
を
め
ぐ
っ

て
」

『
黄
檗
文
華
』

第
一

二

九

号、

二

〇
〇

八

　

−
二

〇

〇
九

年

所
収

。

10
　
鏡
島
元
隆
「

清
規
史
上

に

お

け
る

『

瑩
山

清
規
』

の

意
義
」

、

お
よ

び

　
「

宗
統
復
古
期
よ

り

見
た

る

塋

山

紹
瑾
禅
師
の

地

位
」

『

瑩
山
禅

師

研
究
』

　

瑩
山

禅
師
奉
讃
刊
行
会

、

昭
和
四
九

年
所
収

。

11
　
稿
本
「

伽
藍
記
』

巻
六

、

二

七

右
。

12
　
註
七

参
照

。

13
　
こ

れ

ら

日

本
黄
檗
の

支

援
の

中
心
は

聖
護
院
門
跡
で

あ

り
、

富
士

山

修

　

験
は

聖
護
院
下
の

村
山
興

法
寺
お

よ
び

東
泉
院
が

司
っ

て

い

た

こ

と

を

　

あ

げ
る
（
大
高
康
正
「

富
士
村
山
修
験
と

聖

護
院
」

『

山

岳
修
験
』

第
五
〇

　

号
、

二

〇
一

二

年
所
収

。

な
ら
び

に

「

富
士

山

東
泉
院
と

六

所
家
旧

蔵
資

　

料
の

概
要
」

『

六

所
家
総
合
調
査
だ
よ

り』

第
一

〇

号、

二

〇
一

二

年
所

　

収
）

。

富
士
山
の

寺
社
（

浅
聞

大
宮
・

三

島
明
神
な
ど

）

に

つ

い

て

は
『

伽

　

藍

記
』

に

記
載
が

無
い

。

こ

れ

も
、

編
集
の

目
的
を
『

伽

藍

記
』

に

盛
り

　

込
め

な
い

事
情
で

あ
っ

た

か
ら
だ

と

筆
者
は

見
て

い

る
。

14
　
木
村
文
輝
「

静
岡
県
中

東
部
地

方
に

お

け
る

曹
洞

宗
の

廃
絶
・

転
宗
寺

　

院
一

覧
」

『

禅
文

化
研
究
所
紀
要
』

第
四
〇

号
、

二

〇
一
一

年
所
収

。

〈

参
考
文
献〉

加
藤
正

俊
・

林
雪
光
・

大

槻
幹
郎
編

思
文
閣
出
版、

一

九

八
八

年
。

『

黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』

黄
檗
僧
懷
玉

道
温
編
「

諸
州
伽
藍
開
基
記
』

に

つ

い

て

（

高
　
井
）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

『

諸

州
伽
藍

開

基
記
』

、

黄
檗、

高
泉

、

道

温
、

寺
門
本
山

派　
　
　
　

　

　
　
（

愛
知
県
立

芸
術

大
学
非
常
勤
講
師
）

一

五
九
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